
自然災害が示す古墳の年代 最先端にして至高の横穴式石室

若宮八幡古墳 玄室内部の石組
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三千塚古墳群

市ノ坪古墳群 五反林古墳群

鴻の面古墳群

岩鼻古墳群

下松古墳群

柏崎古墳群

古凍古墳群

高坂古墳群毛塚古墳群

諏訪山古墳群

桜山古墳群

附川古墳群
下唐子古墳群

西原古墳群 青鳥古墳群

野本古墳群

五領遺跡

反町遺跡

紹介する遺跡と主な古墳群

東松山台地

高坂台地

岩鼻台地

東平台地

岡台地

神戸台地

岩殿丘陵

都幾川

越辺
川

市野川

滑川

比企丘陵

根岸稲荷神社古墳

おくま山古墳
将軍塚古墳

若宮八幡古墳

方頭大刀・銅鋺出土地
（西原１号墳）

水鳥を冠した人物埴輪出土地
（きらめき市民大学）

三角縁神獣鏡発見地
（高坂神社）

雷電山古墳

短甲出土地
（東耕地３号墳）

特集

古
墳

～
先
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　
市
内
に
は
誇
る
べ
き
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
唯
一
無

二
の
歴
史
遺
産
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
実
は
皆
さ

ん
の
生
活
し
て
い
る
身
近
に
存
在
し
て
い
て
、
多
く
の
先
人

た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
現
代
ま
で
大
切
に
保
護
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
、
市
内
の
古
墳
に
焦
点
を
当
て
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
造
ら
れ
た
時
代
背
景

な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
先
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　古
こ

墳
ふん

は3世紀中ごろから7世紀代にかけて造られた有力者のお墓です。
　大きく盛り上げた土（墳

ふん

丘
きゅう

）の中に遺体を埋葬し、まわりを周
しゅう

溝
こう

と呼ばれる溝で囲って
います。墳丘には埴

はに

輪
わ

と呼ばれる焼き物が立て並べられるほか、表面を石で覆っている
ものもあります。また遺体とともに鏡などの呪術的な器

き

物
ぶつ

、玉
たま

類
るい

などの装
そう

身
しん

具
ぐ

、刀や鏃
やじり

などの武具が副葬品で埋められることもあります。古墳が造られた時代を日本では古墳
時代と呼んでいます。

　市には墳丘が失われてしまった
ものも合わせて679基（令和7年4
月時点）の古墳が確認されていま
す。北は大谷地区の山中に分布す
る三

さん

千
ぜん

塚
つか

古墳群から、南は高坂台
地上に所在する高

たか

坂
さか

古墳群、諏
す

訪
わ

山
やま

古墳群、毛
け

塚
つか

古墳群など、至る
ところに古墳がある景色が市の古
代の風景でした。また古墳時代の
はじまりから終わりまで造られ続
けたことも大きな特徴で、古凍に
ある根

ね

岸
ぎし

稲
いな

荷
り

神
じん

社
じゃ

古墳は県内で最
も古い古墳とされています。

　古墳の形で有名なのは、前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

と呼ばれる、上から見ると鍵穴形に見
える古墳です。しかし古墳の形は様々
で、全国的にも前方後円墳は全体の約
3％程度しかありません。
　市内に残る古墳のほとんどが円

えん

墳
ぷん

と
呼ばれる円形の古墳で、そのほか方

ほう

墳
ふん

、前方後方墳、帆
ほ

立
たて

貝
がい

形
がた

古墳などが
あります。

古墳時代前期における県内最大の古墳 埼玉県内で最も古い埴輪が出土

前期 中期

後期 後期末

市内の代表的な古墳を、古墳時代の各時期に沿って紹介します。それぞれの特
徴を学ぶと、古代の市内の様子が想像できませんか？

　現存墳丘長115ｍの前方後円墳です。本格的な発掘調査
は行っていませんが、平成29（2017）年にデジタル三次元測
量と地中レーダー探査を行い、古墳墳丘には後円部3段、前
方部2段の段があること、周溝が存在しないこと、後円部墳

ふん

頂
ちょう

に石と粘土で造った埋葬施設があることなど、様々なデー
タが得られました。
　この成果と関東地方における古墳の情報を照らし合わせ
ることで、将軍塚古墳が4世紀後半に造られた、当時県域最
大の古墳であったことが分かりました。

　墳丘長約62ｍの帆立貝形
古墳です。埋葬施設の調査は
行われていませんが、周溝に
ついては3度に渡って調査が
行われています。なかでも1
次調査にて出土した盾

たて

持
もち

人
びと

埴
輪は、盾を持っている形状の
埴輪で、出土状況から古墳周

溝外側に、古墳を守るように立て並べられていたと考えられ
ます。
　また周溝が埋まった土の中から、榛

はる

名
な

山
さん

二
ふた

ツ
つ

岳
だけ

（群馬県）の火
山灰（Hr－FA）が確認されました。この火山灰は6世紀初頭に降
下したことが分かっていて、この火山灰が古墳に降り積もって
いたということは、少なくともこれ以前に古墳が造られていた
ことを示し、5世紀末頃に古墳が造られたことが分かります。

　和
わ

田
だ

吉
よし

野
の

川
がわ

と滑
なめ

川
かわ

の支流に挟まれた丘陵地帯の標高94ｍ
地点にある、墳丘長86ｍの帆立貝形古墳です。多くの古墳
は盛

もり

土
ど

によって造られていますが、この古墳は下から1、2
段目は地山の凝

ぎょう

灰
かい

岩
がん

層
そう

を削って造り、最上段にだけ盛土を
して形を造っています。土の確保が難しい丘陵尾根上でよ
り大きな古墳に見せるための工夫が見て取れます。
　また墳丘には埴輪が立て並べられていた痕跡（埴輪列）が
出土しています。出土した埴輪は、古墳時代の土器である
土
は

師
じ

器
き

の製作技法に近く、この埴輪の製作に土師器を作っ
た人々が関わっていると考えられています。県内最古
のもので、埴輪の特徴から、古墳の築造年代は5世
紀初頭と考えられています。

　6世紀後半に築造された現存墳丘径34ｍの円墳です。この
古墳は埋葬施設である全長8.8ｍの横

よこ

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

が現存してい
ます。横穴式石室は古墳の側面に入口（開

かい

口
こう

部
ぶ

）がある構造の
埋葬施設で、この古墳の石室は、外と部屋をつなぐ羨

せん

道
どう

、祭
さい

祀
し

などを行う前
ぜん

室
しつ

、遺体を埋葬する玄
げん

室
しつ

で構成されています。
　壁の石同士がかみ合うようにドーム状に積み上げ、さらに
天井に大きな石をのせることで、石同士がしっかりかみ合い
つつ、自重を分散させるよう工夫されています。こうした形
状の石室はこれ以降、埼玉県域だけでなく東京都、神奈川県
域（旧武蔵地域）においても、地域トップクラスの古墳に採用
され、先駆けの石室でした。

古墳とは

東松山市の古墳

古墳の形

市内の主な古墳

将軍塚古墳

根岸稲荷神社古墳 おくま山古墳
盾持人埴輪

降下した火山灰層

測量図 雷電山古墳出土埴輪測量図

将
しょう

軍
ぐ ん

塚
づ か

古墳（県指定史跡）　
所在地：下野本612・613

おくま山
や ま

古墳（市指定史跡）
所在地：古凍92

雷
ら い

電
で ん

山
や ま

古墳（市指定史跡）
所在地：大谷3506

若
わ か

宮
み や

八
は ち

幡
ま ん

古墳（県指定史跡）
所在地：石橋2240-1

前方後円墳
（将軍塚古墳）

前方後方墳
（諏訪山29号墳）

帆立貝形古墳
（雷電山古墳）

円墳
（若宮八幡古墳）

どんな種類がある？

実はスゴい!!
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古墳が造られた背景～反
そ り

町
ま ち

遺
い

跡
せ き

と五
ご

領
りょう

遺
い

跡
せ き

～

歴史ロマンに思いを馳せて… 埋蔵文化財センター

　古墳は有力者のお墓ですが、そもそも古墳が造られる
背景にはその有力者を支えた集落の存在があります。
　反町遺跡は北を都

と

幾
き

川
がわ

、南を高
たか

坂
さか

台
だい

地
ち

に挟まれた自然
堤防上に所在しています。古墳時代前期の集落跡として
は県内最大級と推定されています。この遺跡にはこの土
地の土器である五

ご

領
りょう

式
しき

土
ど

器
き

のほか、東海西部系、東海東
部系、畿内系、近畿北部系など、他地域の系譜を引く土
器（外

がい

来
らい

系
けい

土
ど

器
き

）が出土しています。複数の地域の土器の
全てが揃

そろ

った遺跡は県内でも反町遺跡だけです。
　さらに反町遺跡からは玉

たま

造
つくり

の工房跡や、川の水流を引
き込む堰

せき

や木製の農具なども発見されており「商業・工業・
農業」が揃う希少な遺跡です。

御
ご

墳
ふん

印
いん

を集めてみませんか？
　「御墳印」とは、御朱印の古墳版で古墳を来訪した際の記念品です。令和5
（2023）年に近隣5市1町（行田市・熊谷市・羽生市・深谷市・久喜市・吉見町）
と連携し、東日本で初めて販売を始めました。
　市内では「将軍塚古墳」と「若宮八幡古墳」の2種類を市観光協会と市観光案内所
で販売中です。歴史ロマンに思いを馳せながら「御墳印」を集めてみませんか？
各300円
市観光協会 23-334423-7775

　展示室では今回紹介した古墳時代の実物
資料を展示しています。
所在地：下野本528-1
開館時間：午前8時30分～午後5時15分
　　　　　（展示室　午前9時～午後4時30分）
　　　　　※ただし、土・日曜日、祝日、年末年始を除く

特集に関する問合せ　埋蔵文化財センター
27-033327-0334

　反町遺跡の北方、都幾川を挟んだ対岸の東松山台地上には五領遺跡が所在しています。こち
らも古墳時代前期を主体とする集落遺跡で、これまで古墳時代の住居跡150軒以上の調査が行
われています。五領遺跡で出土している土器は、畿内系の土器がほとんどを占めており、同じ
時期の関東地方の土器が東海西部系の土器が多いのが一般的なのに対し、非常に畿内色の強い
遺跡です。

◦反町遺跡はヤマト王権の経済圏を拡大するため、
先進技術を伴って遠方からやってきた人々が形成し
た技術や交流の拠点

◦五領遺跡は首
しゅ

長
ちょう

クラスの住まいの周辺に営まれた
畿内系の集落

　こうした遺跡の存在が、三角縁神獣鏡や将軍塚古墳
の背景にあることが分かります。

反町遺跡と都幾川・高坂台地

五領遺跡出土土器

将軍塚古墳 若宮八幡古墳

五領遺跡で調査した住居跡

引用・参考：�『埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書　第380集　反町遺跡Ⅱ』
　　　　　　�公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団　平成23（2011）年

ガラス小玉の鋳型

都幾川都幾川

反町遺跡反町遺跡

将軍塚古墳将軍塚古墳

高坂台地高坂台地

市の古墳時代の特徴は？
　最大の特徴は約450年間続いた古墳時
代の各時期に、地域を代表するような古
墳や集落が造られ続けたことです。この
背景には東松山市の立地があります。複
数の河川は水源であり、人的・物的交流
の大動脈でした。また台地や丘陵は、古
代の人々が生活するうえで自然災害に強
い、住みよい環境であったと言えます。

市民の皆さまへ
　今回紹介した古墳時代の資料は、市の文化財のごく一部です。
市内には考古資料のほかに古文書等の歴史資料や、木や植物など
の天然記念物、地元のお祭りで披露される民俗文化財など、多
種多様な130件の指定文化財があります。そのほか、古民家等の
建造物や仏像や路

ろ

傍
ぼう

に置かれた石
せき

造
ぞう

物
ぶつ

など、いわゆる「未指定の
文化財」と呼ばれるものが、把握しているだけでも7300件以上あ
ります。こうした一つ一つの文化財が市の歴史を紐

ひも

解き、後世に
伝える役割を担っていることを知ってもらえたらうれしいです。

文化財担当者へインタビュー

埋蔵文化財センター
矢
や
口
ぐち
主査

　市内ではとても珍しいお宝も出土しています（出土場所は2ページの地図に記載）。
長い年月を経て地上に出てきたこれらの物たちが、古代の文化などを伝えてくれます。古墳から出土したお宝

横矧板鋲留短甲

方頭大刀 銅鋺

三角縁陳氏作四神二獣鏡 復元鏡

短甲出土状況

腰に表現された袋

　平成19（2007）年に東
ひがし

耕
こう

地
ち

3号墳（美原町）の発掘調査で、
埋葬施設から大

た

刀
ち

や剣
けん

、鉾
ほこ

とともに短甲が出土しました。短
甲は胴体を守る防具です。横長の鉄の板を鋲

びょう

で留めてつなぎ
合わせていることから、横矧板鋲留短甲と呼ばれています。
5世紀後半に製作されたものです。定型化した短甲の多くが
畿
き

内
ない

（現在の奈良県・大阪府一帯）の古墳から出土しており、
ヤマト王

おう

権
けん

が生産と管理を掌握し、各地の有力者と軍事的な
関わりを持つ過程で供給されてきた背景が指摘されていま
す。県内では、発掘調査で出土した初めての事例です。

　西
にし

原
はら

1号墳（上唐子）は7世紀代に築造された古墳で、横
よこ

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

から鉄
てつ

鏃
ぞく

7本とともに、伏せられた状態の銅鋺1点と、
柄
つか

頭
がしら

を北に向けて置かれていた装
そう

飾
しょく

付
つき

大
た

刀
ち

（方頭大刀）1振
ふり

が
出土しました。
　方頭大刀は刀の柄

つか

頭
がしら

に方
ほう

形
けい

の飾りがつく大刀の総称で、こ
の古墳に埋葬された人物は、ヤマト王権を構成する有力豪族
との結びつきがあったものと考えられます。
　銅鋺は、青銅でできた平底の器で、一部が押しつぶされて
亀裂が入っていますが、欠損した部分がなく、完全に原形を
とどめています。鋳型による鋳造製品で、その制作技法は、
現代の旋

せん

盤
ばん

技
ぎ

術
じゅつ

にも匹敵する精
せい

緻
ち

なものと評価されています。

　現在のきらめき市民大学構内、岩鼻古墳
群にて出土したこの埴輪は、水鳥形の冠

かんむり

帽
ぼう

を被った男子が、左の小脇に何かを抱え、
右手を前方に向かって差出し、何かを手招
くようなしぐさを表現し、腰の後ろにはＴ
字形の袋のようなものが表現されていま
す。この埴輪の役割については「脇に抱え

たものから餌をまいて鳥を呼んでいる」「鳥の装いをし、古墳
に近づく邪霊を袋に封じようとしている」「死者の魂を呼び寄
せ、馬に乗せて導いていく」など、様々な説がありますが、
全国で同様の造形を持つ埴輪がなく、今後同様の埴輪が発見
されればその役割がはっきりしてくるものと考えられます。

　平成23（2011）年に高坂古墳群で、県内で初めて三
さん

角
かく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

を発見しました。古墳時代前期にヤマト王権が各地の有
力者と協力関係を結ぶ過程で配布されたものと考えられてお
り、王権と結びつきの深い人物が高坂にいたことを示す発見
といえます。「鏡」と名がついていますが、現代の鏡とは用途
が違い、有力者の権威の象徴（威

い

信
しん

材
ざい

）として古墳に副葬され
るものです。市では、この鏡が、約1600年前に鋳造された
当時の姿を復元しました。

発掘調査で出土した県内唯一の事例

古墳時代最終末の逸品

全国で唯一の造形

埼玉県内初の発見

鉾鉾

大刀大刀
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（市指定考古資料）
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（市指定考古資料）

市

ミニ三角縁神獣鏡を
作ってみよう！

　埋蔵文化財セン
ターでは社会教育
講座「ミニ三角縁
神獣鏡鋳造体験」
を実施します。
　自分だけのミニ神獣鏡を作ってみませ
んか？詳細は13ページをご確認ください。


